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翌
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あ
ん
ど
ん
祭
り
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○
車
両
通
行
止
め

会
場
の
周
辺
道
路
は
、
祭
り
の
時

間
中
は
、
歩
行
者
専
用
道
路
と
な
り

ま
す
。
規
制
に
従
っ
て
、
通
行
し
て

く
だ
さ
い
。

○
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

会
場
近
く
に
は
、
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
や
徒
歩
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
迷
子

会
場
一
帯
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。

保
護
者
は
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
は
ぐ
れ
た
場
合
は
、
祭

り
会
場
の
本
部
席
、
迷
子
受
付
ま
で

来
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
な
行
動
を

会
場
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。
人

を
押
し
た
り
し
て
、
け
が
や
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
警
察
官
・
消
防
署
員
・
実

行
委
員
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、

指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

○
花
火

花
火
は
、
会
場
の
ど
こ
か
ら
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
危
険
で
す

の
で
、
立
ち
入
り
禁
止
地
区
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

祭り会場（ステージと夜店）�

立ち入り禁止区域�
　　（花火打ち上げ区域）�

公衆トイレ� 公衆電話�

○
花
火
大
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

あ
ん
ど
ん
祭
り
の
花
火
を
写
真
に

撮
っ
て
応
募
し
よ
う

▽
最
優
秀
賞
１
作
品(

賞
金
５
万
円)

▽
会
長
賞
１
作
品
（
賞
金
５
万
円
）

▽
入
選
５
作
品
（
賞
金
２
万
円
）

募
集
締
切

９
月
30
日
�
（
当
日
消

印
有
効
）

発
表

市
報
か
す
が
11
月
１
日
号
で

受
賞
者
名
を
発
表
し
、
商
工

会
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、
作
品
を

展
示
す
る

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
民
夏
祭
り

振
興
会

�(

581)

１
４
０
７

○
夏
祭
り
ス
ナ
ッ
プ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

春
日
の
い
ろ
ん
な
夏
祭
り
を
撮
っ

て
、
ど
し
ど
し
応
募
し
よ
う

▽
特
選(

１
人)
▽
準
特
選(

１
人)

▽
入
選(

５
人)
▽
特
別
賞(

３
人)

▽
伝
統
祭
り
特
別
賞(
１
人)

▽
地
区
祭
り
特
別
賞(

１
人)

募
集
締
切

９
月
10
日
�
（
必
着
）

発
表

市
報
か
す
が
10
月
15
日
号
に

受
賞
作
品
を
掲
載
す
る

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
役
所
企
画

情
報
課
広
報
担
当

�(

584)

１
１
１
１

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
よ
う

注
意
事
項



フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
国
際
交
流
・
か
す
が
の
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

3
国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
５
人

以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
活

動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

11
月
30
日
�
ま
で
に
交
流
活
動
を
予

定
し
て
い
る
団
体
で
、
補
助
を
希
望
す

る
団
体
は
、
８
月
31
日
�
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
11
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
も
、
随
時
、
相
談
と
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
て
、
そ
の
１
／
３
か
ら

１
／
２
を
補
助(

上
限
30
万
円)

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人(

お
願
い
会
員)
」
と
「
手
伝
っ
て
あ

げ
た
い
人(

ま
か
せ
て
会
員)

」
が
助
け

合
い
、
支
え
あ
う
会
員
組
織
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す

が
」
の
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

ま
か
せ
て
会
員
は
す
べ
て
の
講
習
会

を
、
お
願
い
会
員
は
10
月
７
日
の
講
習

会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

９
月
10
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・

か
す
が
事
務
局

�(

584)

７
７
０
０

5(

584)

７
７
３
９

△会員による幼稚園の送り迎え

u
茶
道
で
の
国
際
交
流

交
通
安
全
総
点
検
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
共
同
作
業
を
通
じ
て
話
し

合
い
を
行
う
方
式
）
「
か
す
が
の
道

は
っ
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
行
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者

に
、
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
か
ら
春
日
東

中
学
校
周
辺
ま
で
を
実
際
に
歩
い
て
も

ら
い
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
道
路
を
安

全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
か
、
話
し
合

う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
楽
し
い
内
容
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
27
日
�
　
午
後
１
時
〜
午

後
４
時
（
集
合
　
午
後
12
時
30

分
）

集
合
場
所

市
役
所
大
会
議
室

申
込
方
法

８
月
30
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
名
前
、

住
所
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

交
通
安
全
担
当

5(

584)

１
１
４
３

か
す
が
の
道
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
よ
う�

u
実
際
に
道
を
歩
い
て
、
危
険
箇
所

な
ど
を
点
検
し
ま
す



母
子
医
療
・
全
棟
調
査
・
企
業
統
計
調
査
・
不
正
取
得

4
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家屋の実態を正確に把握し、固定資産税を適正・公正に課税する

ため、全棟調査(２次調査)を行います。

これは、昨年行われた全棟調査に引き続き行われるもので、今回

は昨年の調査に基づいて再確認が必要な家屋が対象となります。

調査対象家屋については、事前に文書でお知らせします。

調査は、市が委託した専門調査員が行ない、必要に応じて敷地内

への立入りや、家屋についてお尋ねすることがあります。

調査員は、身分証明書を携帯し、腕章を着用しています。

調査期間 ８月～12月

問い合わせ先 税務課資産税担当

母
子
家
庭
等
医
療
の
申
請
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
12
年
度
に
申
請
を
し
て
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
人
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象

▽
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
児
童

▽
父
母
の
い
な
い
児
童

▽
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍
謄
本
（
本
籍
地
が
春
日
市
外
の
人
）

▽
健
康
保
険
証

▽
所
得
証
明
書
（
平
成
13
年
１
月
１
日
以
降
に

転
入
し
た
人
）

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
受
給
者
の
み
）

▽
印
か
ん

▽
そ
の
他
必
要
な
書
類

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
医
療
担
当

７
月
15
日
号
の
こ
の
欄
で
、
不
正
に
取

得
し
た
他
人
の
印
鑑
証
明
を
使
っ
た
不
動

産
売
却
詐
欺
未
遂
事
件
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

印
鑑
証
明
（
印
鑑
登
録
証
明
書
）
は
、

不
動
産
の
登
記
や
金
銭
貸
借
の
保
証
な
ど

に
使
わ
れ
る
重
要
な
書
類
で
す
。

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
こ
の
よ
う
な
大

き
な
損
失
を
招
く
事
件
に
発
展
す
る
恐
れ

も
あ
る
た
め
、
市
役
所
窓
口
で
の
手
続
き

は
特
に
慎
重
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
印
鑑
証
明
は
、
住
民
登
録

が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

住
民
票
の
異
動
手
続
き
と
も
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
手
続

き
の
う
ち
、
住
民
票
の
異
動
手
続
き
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

引
っ
越
し
し
た
ら
手
続
き
を

引
っ
越
し
し
た
ら
、
住
所
変
更
の
届
け

出
を
市
役
所
で
手
続
き
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

市
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
、
ま
ず
転
出

届
を
行
な
っ
た
後
、
引
っ
越
し
先
の
市
町

村
役
場
に
転
入
届
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

春
日
市
内
で
住
ま
い
を
移
し
た
と
き
は

転
居
届
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
期
間

い
ず
れ
の
届
け
出
も
期
間
内
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

転
出
届

市
外
に
引
っ
越
す
こ
と
が
決
ま

っ
た
日
か
ら
引
っ
越
し
の
日
ま
で
の
間
に

市
役
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
転
出
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

転
入
届

引
っ
越
し
て
他
の
市
町
村
に
転

入
し
た
時
は
、
そ
の
日
か
ら
14
日
以
内
に

転
出
証
明
書
を
添
え
て
引
っ
越
し
先
の
市

町
村
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

転
居
届

引
っ
越
し
た
と
き
か
ら
14
日
以

内
に
市
役
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
人
（
だ
れ
が
届
け
出
る
の
？
）

届
け
出
は
本
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
家
族
の
場
合
は
、
そ

の
世
帯
主
が
代
わ
っ
て
届
け
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
世
帯
主
以
外
の
家
族
や
他
人
が

代
理
で
届
け
出
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

こ
う
し
た
住
所
変
更
の
届
け
出
は
、
す

ぐ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
、
連
動

す
る
年
金
や
介
護
、
健
康
保
険
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
住
所
変
更
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
票
の
異
動
手
続
き

は
、
適
正
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
の
基
本
的
な
手
続
き
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
確
実
な
届
け
出
が
大
切
で
す
。

次
回
は
、
印
鑑
証
明
の
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

10月１日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行われます。

事業所・企業統計調査は、国や都道府県、市区町村が、地域開発

計画や都市計画など、これからの行政を考えていくための基礎資料

を作るために行うものです。

店舗や工場、会社など、あらゆる種類の事業所が調査の対象とな

ります。

９月下旬から調査員が各事業所に調査票を配布しますので、ご協

力をお願いします。

問い合わせ先 地域づくり課

ご協力ください 事業所・企業統計調査

ご協力ください 全棟調査



市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
親
子
を

対
象
に
、キ
ャ
ン
プ
教
室
を
行
い
ま
す
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ（
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
）

で
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
方
や
仲
間
づ
く

り
を
学
び
、
最
終
日
に
は
宿
泊
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
時
間

▽
第
１
回
目
　
９
月
８
日
�

▽
第
２
回
目
　
９
月
22
日
�

▽
第
３
回
目
　
10
月
13
日
�

以
上
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
第
４
回
目
　
10
月
27
日
�
〜
28
日
�

（
時
間
は
未
定
）

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
（
大
野
城

市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―
２
）

参
加
料

１
家
族
４，

０
０
０
円

※

別
に
１，

０
０
０
円
程
度
の
食
料

費
が
必
要
で
す
。

定
員

40
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法

８
月
31
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

571)

３
２
３
４

○
水
中
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
２

対
象

身
体
障
害
者

日
時

９
月
５
〜
11
月
７
日
の
毎
週

水
曜
日
（
10
月
10
日
、
24
日

を
除
く
計
８
回
）

午
後
６
時
〜
８
時

申
込
期
限

９
月
５
日
�(

必
着
）

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
２

対
象

聴
覚
障
害
者

日
時

９
月
６
日
〜
11
月
１
日
の
毎

週
木
曜
日
（
10
月
25
日
を
除

く
計
８
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

申
込
期
限

９
月
６
日
�(

必
着)

○
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
２

対
象

３
歳
〜
小
学
４
年
の
障
害
児

日
時

９
月
４
日
〜
11
月
13
日
の
毎

週
火
曜
日
（
９
月
25
日
、
10

月
９
日
、
30
日
を
除
く
計
８

回
）

申
込
期
限

９
月
４
日
�(

必
着)

○
車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室

対
象

身
体
障
害
者

日
時

９
月
７
日
〜
11
月
９
日
の
毎

週
金
曜
日
（
９
月
28
日
、
10

月
19
日
、
26
日
を
除
く
）
と

12
月
15
日
�
、
計
８
回

申
込
期
限

９
月
７
日
�(

必
着)

○
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
２

対
象

身
体
障
害
者

日
時

９
月
22
日
〜
11
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日
（
10
月
６
日
、
27

日
、
11
月
３
を
除
く
計
７
回)

申
込
期
限

９
月
12
日
�(

必
着)

○
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
３(

初
級)

対
象

小
学
５
年
生
以
上
の
知
的
障

害
者

日
時

９
月
22
日
〜
11
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日
（
10
月
６
日
、
27

日
、11
月
３
日
を
除
く
計
７
日)

申
込
期
限

９
月
12
日
�(

必
着)

○
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
４(

中
級
）

対
象

小
学
５
年
生
以
上
の
知
的
障

害
者

日
時

９
月
22
日
〜
11
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日
（
10
月
６
日
、
27

日
、
11
月
３
日
を
除
く
、
計

７
日)

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ー

ナ
棟

参
加
費

各
教
室
１
人
３
０
０
円
（
障

害
保
険
料
と
し
て)

定
員

各
20
人
（
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

２
は
15
人
）

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
、
直
接

提
出
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
す

る

※

申
込
書
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
や
市
高
齢
障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
原
町
３
―
１
―

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内)

�(

582)

５
２
２
３

5(

582)

５
２
２
８

人
類
は
、
車
社
会
の
恩
恵
を
得
る
一

方
で
、
排
気
ガ
ス
な
ど
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

大
量
消
費
社
会
も
、
確
か
に
便
利
で

す
が
、
ゴ
ミ
問
題
と
い
う
大
き
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
間
社
会
が
機
械
化
、
自
動

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
し
、
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に

排
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
害
が
や
っ
か
い
な
の
は
、

高
度
経
済
成
長
時
代
に
発
生
し
て
い
た

公
害
と
は
形
態
が
異
な
る
こ
と
で
す
。

加
害
者
が
一
企
業
な
ど
で
は
な
く
、
消

費
者
一
人
一
人
が
加
害
者
な
の
で
、
自

然
発
生
的
に
そ
の
被
害
が
広
が
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。

春
日
市
は
、大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
、

土
壌
汚
染
、
道
路
騒
音
被
害
な
ど
を
、

毎
年
定
期
的
に
測
定
し
て
い
ま
す
。
測

定
結
果
は
い
ず
れ
も
国
が
示
す
基
準
値

内
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
人
の
健
康
に
害

を
及
ぼ
す
よ
う
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、

今
の
公
害
は
、
私
た
ち
の
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
進
行
し
、
気
づ
い
た
と
き

に
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

温
暖
化
問
題
な
ど
が
い
い
例
で
、
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
た
か
ら
と
、
即
被

害
が
発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
二
酸
化
炭
素
の
増
加
は
確
実

に
温
暖
化
な
ど
の
環
境
破
壊
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
で
す
。

春
日
市
は
、
こ
う
い
っ
た
環
境
問
題

に
対
処
す
る
た
め
に
、
「
弥
生
の
里
か

す
が
環
境
プ
ラ
ン
（
春
日
市
環
境
基
本

計
画
）
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
や
事
業
者
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
民
間
団
体
、
そ
し
て

市
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
も
、
冷
房
の
設
定
温
度
を

28
;
に
す
る
な
ど
の
「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
務
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
環
境
は
、
私
た
ち
自
身
で

守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
任
せ
で
は
、
環
境
は
守
れ
ま
せ
ん
。

各
自
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
責

任
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

（
環
境
対
策
課
）

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

ス
ポ
ー
ツ�

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教
室
参
加
者
募
集

環
　
境�

環
境
基
準
は
大
丈
夫

そ
れ
で
も
問
わ
れ
る
私
た
ち

の
生
活



高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対

象
と
し
た
教
室
で
す
。

日
時

８
月
25
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
半

場
所

か
す
が
の
郷
交
流
ス
ペ
ー
ス

(

塚
原
台
３
―
１
２
９)

講
師

久
原
究

く
ば
ら
き
わ
む

さ
ん
（
乙
金
病
院
歯
科

医
師
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷さ

と

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�(

595)

８
１
８
８

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
、
痴
ほ

う
な
ど
の
高
齢
者
を
か
か
え
る
家
族
の

会
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
に
よ
る
、「
在

宅
介
護
を
考
え
る
集
い
」
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
在
宅
で
介
護
す

る
中
で
感
じ
て
い
る
不
安
、
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
25
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
頃

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
中
会
議
室(
託
老
室
有)

内
容

「
介
護
者
に
対
す
る
家
族
の
理

解
に
つ
い
て
」(

予
定)

講
師

�
呆ぼ

け
老
人
を
か
か
え
る
家
族

の
会
会
員

対
象

在
宅
で
痴
ほ
う
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課
地
域
福
祉
担
当

�(

581)

７
２
２
５

起
業
を
具
体
的
に
計
画
し
て
い
る
女

性
を
対
象
に
、
女
性
起
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

９
月
15
日
�
、
22
日
�
、
23
日

�
、
29
日
�
、
10
月
６
日
�
、

13
日
�
（
計
６
回
）

※

時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
Ａ
Ｂ(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

▽
起
業
の
心
構
え

▽
起
業
の
体
験
談

▽
法
務
の
基
礎
知
識

▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識

▽
事
業
計
画
書
作
成
な
ど

定
員

30
人
（
選
考
あ
り
）

受
講
料

２
万
５，

０
０
０
円

※

託
児(
１
人
に
つ
き
１
日
３
０
０

円)

を
行
い
ま
す
。
対
象
は
６
か
月

〜
就
学
前
ま
で
、予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

８
月
26
日
�(
必
着)

ま
で

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
、
ま
た
は
直

接
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
事
業
課

�(

584)

１
２
６
１

5(

584)

１
２
６
２

職
場
で
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築

き
、
指
導
的
な
立
場
に
立
つ
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
、
自
己
表
現
の
方
法
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

企
業
で
働
く
女
性
で
、
２
日
間
と
も

受
講
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

日
時

▽
９
月
22
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
10
月
６
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

福
岡
市
婦
人
会
館
あ
い
れ
ふ

(

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
２
―
５

―
１)

定
員

30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
９
月
22
日

の
昼
食
代
と
し
て
）

内
容

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
）

講
師

本
多

ほ

ん

だ

玲
子

れ

い

こ

さ
ん
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込
方
法

９
月
５
日
�
ま
で
に
、
氏

名
、
住
所
、
年
齢
、
会
社
名
、

勤
続
年
数
、
業
種
、
所
属
・
役

職
・
担
当
業
務
、
連
絡
先
を
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所

�(

735)

６
１
５
０

5(

712)

０
４
９
７

金
銭
教
育
、
育
児
、
環
境
を
考
え
る

エ
ン
ジ
ェ
ル
２
０
０
０
の
会
に
よ
る
勉

強
会
で
す
。
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
21
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

春
日
市
役
所
内
４
０
７
会
議
室

講
師

仲
光

な
か
み
つ

志
賀
子

し

が

こ

さ
ん
（
筑
穂
町
健

康
セ
ン
タ
ー
長
）

内
容

講
演
「
介
護
保
険
と
そ
の
後
」

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

古
賀

こ

が

素
子

も

と

こ

�(

571)

４
９
５
９

2001.  8. 15 市報かすが
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せ
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t

石
け
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

t
山
崎
絢
子
さ
ん

t

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
�

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

卯
花
月

ペ
ン
ネ
ー
ム

介
　
護�

介
護
者
教
室

口
腔

こ
う
く
う

衛
生
に
つ
い
て

在
宅
介
護
を
考
え
る
集
い

講
　
座�

あ
す
ば
る
女
性
起
業
家

支
援
セ
ミ
ナ
ー

働
く
女
性
の
能
力
開
発
講
座

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
福
岡

「
介
護
保
険
と
そ
の
後
」

勉
強
会
参
加
者
募
集

ソ

ー

プ



県
内(
福
岡
市
と
北
九
州
市
を
除
く)

に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

を
対
象
に
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
ワ
ー
プ

ロ
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
ま
で
を

学
び
ま
す
。

日
時

▽
身
体
障
害
者(

視
覚
障
害
者
を
除
く)

10
月
２
日
�
、
３
日
�
、
４
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員

20
人

▽
視
覚
障
害
者

①
９
月
28
日
�
、
10
月
５
日
�
、
12
日
�

午
後
３
時
〜
７
時

②
９
月
29
日
�
、
10
月
６
日
�
、
13
日
�

正
午
〜
午
後
４
時

定
員

各
５
人

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
程
度(

教
材
費)

※
　
視
覚
障
害
者
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
９

月
18
日
�
ま
で
（
視
覚
障
害
者

は
９
月
14
日
�
ま
で
）
に
申
し

込
む
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
身
体
障
害
者(

視
覚
障
害
者
を
除
く)

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

�(

584)

６
０
６
７(

5
兼
用)

▽
視
覚
障
害
者

福
岡
点
字
図
書
館

�(

584)

３
５
９
０

点
訳
・
音
訳
初
心
者(

学
生
は
除
く)

で
、
講
習
会
終
了
後
に
奉
仕
活
動
が
可

能
な
人
を
対
象
に
し
た
、講
習
会
で
す
。

な
お
音
訳
は
、
自
宅
で
録
音
作
業
が

で
き
る
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

期
日

▽
点
訳
　
９
月
６
日
�
〜
12
月
13
日
�

(

９
月
13
日
、
10
月
18
日
、
11
月
22

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
計
12
回)

▽
音
訳
　
９
月
５
日
�
〜
11
月
21
日
�

の
毎
週
水
曜
日(

計
12
回)

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
職
業
、
生
年
月
日

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
点
字
図

書
館
（
〒
816
―
０
８
０
４
原
町

３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

�(

584)

３
５
９
０

5(

584)

１
１
０
１

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
き

ゅ
う
の
効
用
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
の
講
座
で

す
。

日
時

９
月
29
日
〜
10
月
27
日
の
毎
週

土
曜
日
（
計
５
回
）

午
後
１
時
〜
４
時
頃

内
容

▽
鍼
灸

し
ん
き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
適
応
と
正
し
い

治
療
の
受
け
方

▽
家
庭
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

▽
簡
単
に
で
き
る
ダ
ン
ベ
ル
体
操

▽
生
活
習
慣
病
と
食
生
活

▽
手
の
ひ
ら
の
ツ
ボ
療
法

▽
簡
単
に
で
き
る
腰
痛
体
操
な
ど

会
場

県
立
福
岡
高
等
盲
学
校
（
筑
紫

野
市
牛
島
１
５
１
）

受
講
料

テ
キ
ス
ト
代
１，

０
０
０
円

申
込
期
間

８
月
20
日
�
〜
24
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
立
福

岡
高
等
盲
学
校

�(

925)

３
０
５
３

演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
津
軽
三
味
線

に
つ
い
て
、
親
子
で
楽
し
く
学
習
し
ま

せ
ん
か
。

日
時

８
月
21
日
�
　
午
後
６
時
30
分

お
知
ら
せ

7

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

今はありあまるほど時間
がある。寝たいときに寝て、
起きたい時に起きる。
しかし以前は、子育てと

仕事に追われ、思いっきり
眠りたいと思う毎日。そこ
で、毎年お盆には、旅館で
骨休めをしていた。
ある年、旅館の予約が取

れず、家で休むことにした。
例年お盆には家にいないの
で、お盆参りのお坊さまに
はお断りのハガキを出して
いたのだが、この年はお願
いをした。
お経を上げてもらったの

だが、短いお経にビックリ。
お布施のお金を半分に入れ
なおし、憮然とした態度で
渡した。
今にして思えば、お坊さ

まも書き入れ時。短かった
とはいえ、暑い中お参りに
来ていただいて有難く思う
ところを、無分別な態度を
取り恥じ入るばかり。
心に余裕がないと、慈し

みの心が薄れ、了見までも
狭くなってしまったのだろう。
お坊さま、今年はどうぞ

よろしくお願いします。あ
の時はゴメンナサイ。

日の出のおばちゃま

お坊さまゴメンナサイ

�　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

〜
８
時
30
分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
６
―
24
）

講
師

�
�

た
か
さ
き

裕
士

ひ

ろ

し

さ
ん(

津
軽
三
味
線

奏
者)

対
象

市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
、
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
　
大
人
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

受
講
料

▽
大
人
３
５
０
円
　
▽
小
中

学
生
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

�(

575)

４
１
２
１

身
体
障
害
者
の
た
め
の

Ｉ
Ｔ
講
習
会

福
岡
県
点
訳
・
音
訳(

朗
読)

奉
仕
員
養
成
講
習
会

ヘ
ル
ス
ケ
ア
東
洋
医
学
講
座

親
と
子
の
芸
術
鑑
賞
教
室

津
軽
三
味
線
に
ふ
れ
て
み
よ
う



健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
健
康
づ
く

り
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
健

康
づ
く
り
を
健
康
度
測
定
室
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

な
お
、健
康
度
測
定
を
受
け
る
に
は
、

事
前(

３
カ
月
以
内)

に
市
で
行
う
基
本

健
康
診
査
か
同
程
度
の
内
容
の
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
時

▽
９
月
５
日
�

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
12
時
〜

▽
９
月
25
日
�

午
後
６
時
〜
、
７
時
〜
、
８
時
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定(

自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ

ぐ)
▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

る
20
歳
以
上
の
人

定
員

30
人(
申
込
先
着
順)

料
金

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※
　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

市
外
に
通
学
し
て
い
る
、
春
日
市
在

住
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
無
料
の

風
し
ん
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た

め
、
当
日
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

９
月
４
日
�
　
春
日
南
中
学
校

９
月
６
日
�
　
春
日
中
学
校

９
月
７
日
�
　
春
日
北
中
学
校

９
月
11
日
�
　
春
日
東
中
学
校

９
月
19
日
�
　
春
日
野
中
学
校

９
月
25
日
�
　
春
日
西
中
学
校

受
付
時
間

午
後
１
時
20
分
ま
で

集
合
場
所

各
中
学
校
体
育
館
ま
た
は

多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法

８
月
31
日
�
ま
で
に
、
希

望
接
種
日
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ
い

て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
22
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

歯
科
衛
生
士

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
で
、
子
育
て
応

援
バ
ザ
ー
に
出
店
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。

日
時

10
月
14
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

春
日
小
学
校
駐
車
場
（
昇
町
１

―
１
４
２
）

定
員

５
グ
ル
ー
プ
程
度
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

９
月
14
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

お
知
ら
せ
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2001.  8. 15 市報かすが

t

北
村
尚

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

キ
ャ
ロ
ッ
ト

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

一
乃
瀬
あ
き
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

う
め
こ
け
し

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめ
にはっきりと描いて、表に住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を書いて
送ってください。ぺンネーム（ふり
がな）も可｡�
あて先　〒816-8501�
　　　　春日市役所広報担当�
　　　　「イラスト」係�
※　掲載された人には、図書券　
　(500円分)を進呈します。�

健
康
・
保
健�

健
康
度
測
定

９
月
分
参
加
者
募
集

風
し
ん
予
防
接
種

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

募
　
集�

子
育
て
応
援
バ
ザ
ー
参
加
者

募
集

火
災
な
ど
の
防
除
、
鎮
圧
な
ら
び
に

救
急
救
助
活
動
を
主
体
と
し
た
消
防
業

務
を
行
う
、消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
募
集
人
数
・
資
格

▽
消
防
吏
員
Ａ
（
６
人
程
度
）

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
消
防
吏
員
Ｂ
（
３
人
程
度
）

救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
人

で
、
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

資
格
基
準

消
防
吏
員
と
し
て
職
務
遂

行
に
必
要
な
身
体
を
有
す
る
人

試
験
日

10
月
21
日
�

申
込
方
法

９
月
10
日
�(

必
着)

ま
で

に
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
か
直
接
持
参
す
る

※

願
書
の
配
布
場
所
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
庶
務
係

�(

584)

１
１
９
１

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
組
合

消
防
吏
員
募
集



８
時
30
分
以
降
に
電
話
で
予
約

す
る
（
各
先
着
５
人
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�(

922)

２
８
８
１

障
害
を
持
つ
人
た
ち
を
対
象
と
し

た
、
職
場
体
験
実
習
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
生
に
あ
っ
た
就
労

計
画
を
作
成
し
、
ぱ
れ
っ
と
館
内
の
喫

茶
室
な
ど
で
実
習
を
行
い
ま
す
。

対
象

中
学
生
以
上
の
知
的
障
害
者

※

現
在
、
作
業
所
や
施
設
な
ど
で
働

い
て
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会

�(

593)

７
６
０
７(

5
兼
用
、
月
・

水
・
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午)

▽
茨
木

い
ば
ら
ぎ

�(

581)
３
９
５
７

市
は
、外
出
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

自
宅
で
散
髪
な
ど
を
し
て
く
れ
る
理

容
・
美
容
の
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

付
は
随
時
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高
齢
担

当

お
気
に
入
り
の
服
や
自
分
で
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
を
着
て
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
に
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
21
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

対
象

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

申
込
方
法

８
月
31
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
実
行
委
員

会
事
務
局
へ
郵
送
す
る

※

申
込
用
紙
は
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
高
齢

障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
〒
816
―
０
８
０
４
原

町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内
）

�(

584)

３
３
６
０

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

よ

う

ご

委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の
無
料

法
律
相
談
で
す
。

日
時

８
月
23
日
�
、
９
月
13
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
相
談
室

（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７
４
―

１
）

申
込
方
法

両
日
と
も
８
月
20
日
午
前

お
知
ら
せ

9

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

＝先方への電話は８月15日
以降にお願いします＝

【ゆずります】
●ベビー布団▽ディズニー
▽５千円●バスチェア▽デ
ィズニー▽桃色▽7百円●
ベビー服▽50㎝～▽百～３
百円●離乳食品▽スティッ
クタイプ▽無料●マタニテ
ィ服▽9号▽千円●タンス
▽こげ茶▽１万円▽古

ふる

川
かわ

�
090(7478)7366(18時以
降)
●クーファン▽白地に茶色
の花柄●ベビーゲート▽マ
ンテン●チャイルドシート
▽乳児用▽アップリカ●コ
ンパクトミシン▽シンガー
▽いずれも無料（取りに来ら
れる人）▽福

ふく

澤
ざわ

�(592)65
51
●ミルトン消毒液▽１リッ
トル▽７百円●紙おむつ▽
Ｓサイズ▽パンパース▽１，
２００円●アトピッシュラ
イナー▽チュチュ▽３箱▽
千円▽大

おお

庭
ば

�(502)3782
●ルームサイクル▽折りた
たみ式▽静音設計▽ベルト
駆動▽速度表示可能▽体重
制限90㎏▽新品同様▽１万
円▽瓦

かわら

林
ばやし

�(502)7872

このコーナーは、リサイ
クルを進めるための伝言板
です。営利目的での利用は
遠慮ください。品物の引き
取り方法やクレームについ
ては、直接当事者間で話し
合ってください。

《このコーナーの掲載は》
ハガキに、住所、氏名(匿
名は不可)、電話番号、品
物名(色、サイズ、特徴な
ど詳しく)、有料・無料の
別(有料の場合は１万円を
上限とする希望価格)など
を書いて市役所広報担当に
送ってください。

野
菜
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
、

明
太
子
炒
め
あ
え
の
料
理
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

材
料(

４
人
分)

に
ん
じ
ん
　
50
ｇ

糸
こ
ん
に
ゃ
く
　
２
０
０
ｇ

ピ
ー
マ
ン
　
４
個

明
太
子
　
50
ｇ

酒
　
大
さ
じ
１

油
　
大
さ
じ
１

醤
油
　
小
さ
じ

作
り
方

①

に
ん
じ
ん
は
、
皮
を
む
い
て
３

〜
４
㎝
長
さ
の
せ
ん
切
り
す
る
。

②

糸
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
さ
っ
と
ゆ

で
て
３
㎝
長
さ
に
切
る
。

③

ピ
ー
マ
ン
は
種
を
取
り
除
き
、

せ
ん
切
り
す
る
。

④

明
太
子
は
、
皮
を
除
き
、
酒
を

か
け
、
ほ
ぐ
す
。

⑤

鍋
に
油
を
熱
し
、
糸
こ
ん
に
ゃ

く
を
炒
め
、
に
ん
じ
ん
、
明
太
子
、

ピ
ー
マ
ン
を
炒
め
、
醤
油
を
加
え

て
ひ
と
混
ぜ
す
る
。

１
人
分
熱
量

60
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

1
2

参
加
し
ま
せ
ん
か

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
参
加
募
集

相
　
談�

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

そ
の
他�

春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会

職
場
体
験
・
実
習
を
行
い
ま
す



地
元
企
業
と
の「
合
同
会
社
面
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生

の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
21
日
�

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

場
所

九
電
記
念
体
育
館
（
福
岡
市
中

央
区
薬
院
４
―
14
―
１
）

※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
、

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
平

成
14
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
人

(

平
成
13
年
３
月
に
卒
業
し
た

人
で
未
就
職
の
人
を
含
む
）

参
加
予
定
企
業
数

県
内
の
地
場
企
業

約
２
５
０
社

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

�(

714)

１
５
５
６

体
験
作
文

テ
ー
マ

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の

輪
（
題
名
は
自
由
）

対
象
・
規
格

▽
小
学
生

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
〜
４
枚

▽
中
学
生

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
〜
４
枚

▽
高
校
生
・
一
般
市
民

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
〜
６
枚

※

い
ず
れ
も
未
発
表
作
品
の
こ
と
。

ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
を
促
進
す
る
も
の

対
象
・
規
格

▽
小
学
生

Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り
の
画
用
紙

に
縦
位
置
で
書
く
（
標
語
そ
の
他
の

文
字
を
入
れ
な
い
）

▽
中
学
生

Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切
り
の
画
用
紙

に
縦
位
置
で
書
く
（
文
字
を
入
れ
て

も
い
い
が
、「
12
月
９
日
は
障
害
者

の
日
」
の
標
語
は
使
わ
な
い
）

表
彰

▽
最
優
秀
作
品(

各
１
点)

内
閣
総
理
大
臣
賞
・
副
賞(

５
万
円

相
当)

▽
優
秀
作
品(

各
３
点
、
ポ
ス
タ
ー
は

各
１
点)

内
閣
官
房
長
官
賞

▽
佳
作
作
品(

各
５
点)

記
念
品

※

最
優
秀
賞
受
賞
者
は「
障
害
の
日
」

に
東
京
へ
招
待
し
、
表
彰
を
行
い
ま

す
。

申
込
方
法

９
月
10
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
作
品
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
提
出
す
る

※

応
募
用
紙
は
、
市
高
齢
障
害
課
の

窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
福

祉
課(

〒
812
―
８
５
７
７
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７
―
７)

�(

651)

１
１
１
１

「
曇
り
の
ち
晴
れ
」
記
事
欄
で
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
人
物
の
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

市
報
か
す
が
で
紹
介
し
て
ほ
し
い
情

報
も
、あ
わ
せ
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

企
画
情
報
課
広
報
担
当

�(

584)

１
１
１
１

5(

584)

１
１
４
２

2001.  8. 15 市報かすが

お
知
ら
せ

10

「
子
ど
も
が
シ
ラ
ミ
に
か
か
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
、
最
近
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
所

や
幼
稚
園
、
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
を

中
心
に
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
昔
、
頭
髪
に
駆
除
用
の
白
い
粉

を
振
り
掛
け
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
シ

ラ
ミ
は
昔
の
病
気
だ
と
思
う
人
が
多

く
、
自
分
の
子
が
か
か
っ
て
び
っ
く
り

す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

最
近
の
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
流
行
は
、

不
潔
さ
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
で
す
。

洗
髪
し
て
、
衛
生
的
に
し
て
い
て
も
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
で
、
友

達
と
接
触
す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
う
つ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
海
外
旅
行
な
ど

で
、
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
、「
ふ
け
つ
」「
汚
い
」

な
ど
と
言
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
傷
つ

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。

さ
て
シ
ラ
ミ
を
駆
除
す
る
に
は
、
シ

ラ
ミ
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
に
か
か
っ
た
か
ど
う

か
は
、
子
ど
も
が
頭
を
ぼ
り
ぼ
り
か
い

た
り
、
か
ゆ
み
を
訴
え
る
こ
と
で
見
つ

か
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。こ
れ
は
、

シ
ラ
ミ
の
幼
虫
や
成
虫
が
頭
皮
に
吸
血

し
、か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
す
た
め
で
す
。

あ
せ
も
と
勘
違
い
し
て
、
見
過
ご
す
事

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
、
卵
を
髪
の
根
元

に
産
み
付
け
る
の
で
、
丹
念
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ア

タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
成
虫
は
、
体
長
２

〜
３
㎜
で
う
す
い
褐
色
、卵
は
長
さ
０．

５
㎜
で
乳
白
色
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
卵
と
よ
く
似
た
も
の
に
、
ヘ

ア
ー
キ
ャ
ス
ト
と
い
う
フ
ケ
や
脂
肪
の

か
た
ま
り
が
あ
り
、
こ
れ
は
皮
膚
の
一

部
が
頭
髪
に
付
い
た
も
の
で
す
。
見
間

違
え
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ラ
ミ
に
か
か
っ
て
い
る
と
分
か
っ

た
ら
、
よ
く
洗
髪
す
る
、
ま
く
ら
カ
バ

ー
、シ
ー
ツ
を
こ
ま
め
に
取
り
替
え
る
、

く
し
、
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

な
ど
を
共
用
し
な
い
、
髪
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
う
な
ど
が
大
切
で
す
。

た
だ
、
普
通
の
シ
ャ
ン
プ
ー
で
は
、

い
く
ら
清
潔
に
し
て
も
、
完
全
に
駆
除

は
で
き
ま
せ
ん
。
市
販
の
ス
ミ
ス
リ
ン

パ
ウ
ダ
ー
や
駆
除
用
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
説
明
書
に
従
っ
て
、

正
し
く
使
用
す
れ
ば
、
10
日
間
ほ
ど
で

駆
除
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
専
用
の
目
の
細
か
い
く
し

で
、
卵
を
す
き
と
る
方
法
も
効
果
的
で

す
。薬

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用

法
・
用
量
な
ど
薬
剤
師
に
相
談
し
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
婦
　
宮
川

み
や
が
わ

は
つ
枝え

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�

募
集
し
ま
す

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

障
害
者
の
日
ポ
ス
タ
ー

福
岡
県
大
学
等
合
同
会
社
面

談
会

市
報
か
す
が

情
報
募
集
中



そ
う
だ
ん
・
散
歩
道
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「
ネ
ク
タ
イ
は
、
暑
い
か
ら
締
め
な
く

て
も
い
い
よ
」
で
は
な
く
「
締
め
た
ら

だ
め
よ
。
暑
い
か
ら
」
と
い
う
お
達
し

に
一
瞬
と
ま
ど
っ
た
。
「
こ
れ
は
事
件

だ
！
」
。
も
ち
ろ
ん
、
着
用
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
が
、

自
分
で
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
た
か
ら
▼
市
は
、
７
月
１
日
か

ら
、
市
役
所
や
そ
の
他
の
市
の
施
設
で

環
境
に
配
慮
す
る
取
り
組
み
を
始
め

た
。
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
だ
。
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
減
や
ゴ

ミ
減
量
な
ど
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の

▼
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ま
ず
施

設
内
の
冷
房
設
定
温
度
が
２
度
ほ
ど
上

が
っ
た
。
そ
こ
で
、
仕
事
の
効
率
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
と
ら
れ
た
策
が
エ

コ
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ネ
ク

タ
イ
、
上
着
の
着
用
禁
止
だ
▼
７
月
１

日
、
ス
ー
ス
ー
す
る
襟
元
を
気
に
し
な

が
ら
出
勤
す
る
と
、
こ
れ
が
思
っ
た
以

上
に
涼
し
い
で
は
な
い
か
（
当
た
り
前

だ
が
）。
し
か
も
案
じ
た
ほ
ど
見
苦
し

く
も
な
い
。
い
か
に
ネ
ク
タ
イ
に
縛
ら

れ
て
い
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
▼
こ

う
し
て
温
暖
化
防
止
対
策
の
第
一
弾
を

何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。が
、

今
後
ま
す
ま
す
生
活
の
い
ろ
ん
な
場
面

で
当
た
り
前
の
こ
と
を
見
直
す
勇
気
、

決
断
が
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

の
心
構
え
を
教
え
て
く
れ
た
事
件
だ
っ

た
。

（
後
）

エ
コ
ス
タ
イ
ル

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u9月4日(火)･10月2日(火)u10～15
時u市役所2階市民相談室u�(584)
1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～木曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�（513）7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u8月17日(火)･9月21日(金)u13時
30分～18時30分uかすがの郷在宅介
護支援センターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�（584）0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u8月22日(水)･9月19日(水)u受付８
時50分u定員15人(9時に抽選を行い
ます)u市役所2階市民相談室u�
(584)1111

商工会無料法律相談
u9月5日(水)・10月3日(水)u受付13
～15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階市民相談室u�（584）
1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談
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●市の人口　１０６，３１８人�
　男５２，３５８人　女５３，９６０人�
●世帯数　　４０，８０４世帯�（７月１５日現在）�

URL

奴
な

国
こく

の丘歴史資料館で、現在古
代の器展が開催されています。
会場には、縄

じょう

文
もん

土
ど

器
き

、弥生
や よ い

土
ど

器
き

、
土師器
は じ き

、須恵器
す え き

など、縄文時代か
ら古墳時代を代表するいろんな土
器がたくさん展示されています。
中には、今の技術で作っても難

しそうな子持ち壺
つぼ

や、美術的にも
優れた鶏形二重口縁壺

にわとりがたにじゅうこうえんつぼ

など目を引
く作品もあります。

夏休
1 1 1

みの自由研究の材料として
もぴったりでは。皆さん、お誘い
あわせの上ご来場ください。

７月14日、小倉東公民館で、でんでん太鼓作りとソーメ
ン流しが行われました。
でんでん太鼓作りは、春光会

しゅんこうかい

(老人クラブ)と子ども会の
交流のために企画されたもの。参加した約60人子どもたち
は、先生役の春光会会員からアドバイスを受けながら、手
際よくでんでん太鼓を作っていました。

工作の後は、お待ちかねのソーメン流しが行われました。
この企画は、自治会の地域福祉推進委員会が、「小倉東地
区は１つの家族」を合言葉に、２か月に１回行っている地
域交流イベント「ふれあいニコニコサロン」として実施し
たものです。
ソーメンのつゆは、住民ら

が持ち寄ったかつお節やシイ
タケを使ったお手製。また、
ソーメン流しの筒は、汗水を
垂らしながら太宰府の山から
切り出した青竹と、なかなか
本格的。夏の暑さを吹き飛ば
せとばかりに、子どもたちは
歓声を上げながら、ものすご
い勢いで食べていました。

７月20日の夜、奴国の丘歴史公園で弥生の里音楽祭のオ
ープニングコンサートが行われました。
当日は天気にも恵まれ、約1,200人が、かがり火のたかれ
た野外ステージを楽しみました。
まず最初に岩戸神楽

い わ と か ぐ ら

保存会（那珂川町）による神楽が舞
われました。今回舞ったのは天の岩戸伝説の「岩戸」。神々
の世界をしのばせる神秘的な舞が繰り広げられました。
次に演奏されたのが、「古代譚詩

こ だ い た ん し

～炎の文化の誕生」です。
この曲は、作曲家小沼和夫

こ ぬ ま か ず お

さんが、この日のために奴国を
イメージして作曲したものです。
また、今回初めて、「弥生琴」（昭和53年に上白水の辻畑
遺跡から出土した日本最古の琴を復元したもの）が演奏会
で使用されるとあって、大いに注目されました。
演奏は、地元の雅楽団体「筑紫楽所

ち く し が く そ

」と春日市民オーケ

ストラのメンバーたち。和楽器と洋楽器が奏でる幻想的な
な音の世界の中、素朴で澄んだ弥生琴の音色が響きわたり
ました。
弥生の里音楽祭は、８月26日のファイナルコンサートま
での約１か月間、様々な催しが行われます。

△大勢の観客が見守る中、演奏される弥生琴

△牛乳パックで、でんでん太鼓作り
△大人気のソーメン流し

△鶏形の土器に見入る子どもたち

～古代の器展～
期間 9月30日�まで
※ ８月20日�と９月18日�
は、お休みします。
時間 午前９時～午後５時
会場 奴国の丘歴史資料館（岡

本３―57）




